
大雪山の毘虫研究覚え書

尚千辺渡

大
雪
山
の
昆
虫
研
究
が
本
格
的

に
開
始

さ
れ
た

の
は
、

一
九
二
六
年
以

後

の
こ
と
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
そ
れ
に
先
き
立

っ
て

一
九

一
一
年

よ
り

た
び
た
び
大
雪
山

に
登
り
、
地
形
や
植
物
を
研
究
し
て
、
大
き
な
業
績
を

残
し
た
小
泉
秀
雄
は
昆
虫
類
を
も
調
査
し
て
い
る
。
そ

し
て
同
氏

の
著
書

「
大
雪
山
、
登
山
法
及
び
登
山
案
内
」

(
一
九
二
六
年
発
行
)

に
大
雪
山

の
森
林
帯
と
寒
地
帯
に
生
息

す
る
昆
虫

の
目
録
を
掲
載

し
て
い
る
が
、
こ

れ
が
大
雪
山

の
昆
虫
類
を
ま
と
め
た
最
初

の
記
録

で
あ

る
。
た
だ
し

こ
の

目
録
に
登
載
さ
れ
て
い
る
種

類
の
中

に
は
種
名
の
同
定
が
不
確
実
な
も
の

が
あ

っ
て
、
学
術
上
高
く
評
価

さ
れ

て
い
な
い
。

た
ま
た
ま

一
九

二
四
年

に
創
立
さ
れ
た
大
雪
山
調
査
会

は
大
雪
山

の
地

質
、
地
形
、
植
物
、
動
物
、
気
象

、
天
然
記
念
物
、
史
蹟
名
勝
、
開
山
沿

革
、
地
名
、
登
山
路
、
登
山
準
備
な
ど
に
関
す
る
事
項

を
各
専
門
家

に
委

嘱
…し
て
、
活
発
な
調
査
を
開
始
し
た
。

昆
虫
類

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
大
学
農
学
部
昆
虫
学
教
室
が
主
体
と
な

り
、
教
授
松
村
松
年
を

は
じ
め
と
し
て
、
内

田
登

一
、
河
野
広
道
が
調
査

委
員

と
な

っ
て
調
査
研
究
を
す
す

め
る

こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て

一
九

二

六
年
夏

の
実
地
調
査

で
、
高
山
帯

に
て
数

々
の
学
術
上
貴
重
な
チ

ョ
ウ
や

ガ
を
発
見

し
て
、
画
期
的

な
成
果

を
収

め
た
。

こ
れ
ら

の
新
た

に
発
見
し

た
高
山
性

の
チ

ョ
ウ
や
ガ
に
関
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ

る
と
、
学
界

に
大

セ
ン
セ
イ
シ

ョ
ン
を
巻
き
起

こ
し
、
大
雪
山
の
高
山
昆
虫
相

は
突
如
と
し

て
脚
光
を
あ
び
る

に
い
た

っ
た
。

こ
れ
ら
の
論
文
は
創
刊
間

も
な

い
昆
虫

学

の
専
門
雑
誌

『
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一
㊤
bO
刈
・

第

一
の
論
文

に
は
、
大
雪
山

の
高
山
帯
に
て
発
見
さ
れ
た
六
種

の
高
山

チ

ョ
ウ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
雪
山
の
高
山
昆
虫
相
の
立
役
者
と
も
称

す

べ
き
、

ウ

ス
バ
キ
チ

ョ
ウ
、

ア
サ
ヒ
ヒ

ョ
ウ

モ
ン
、
ダ

イ

セ
ツ
タ
カ
ネ

ヒ
カ
ゲ
が

こ
こ
に
始
め
て
登
場
し
て
い
る
。
第

二
、
第

三
の
論
文

に
は
大

雪
山

の
山
麓

か
ら
高
山
帯

に
い
た
る
ま
で
の
地
域

で
採
集
し
た
大
ガ
類
約

一
八
○
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中

に
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
高

山
性

の
大
ガ
類
が
十
種

ほ
ど
含
ま
れ

て
い
る
。

大
雪
山

の
わ
が
国
に
比
類

の
な

い
特

異
な
高
山
昆
虫
相
が
世
に
喧
伝
せ

ら
れ

る
と
、
全
国

の
昆
虫
学
者
、
昆
虫
同
好
者
が
続

々
と
大
雪
山
を
訪
ず

れ
、
年
毎

に
そ

の
数
を
増

し
て
ゆ
き
、
あ
た
か
も
わ
が
国
の
昆
虫
採
集

の

メ
ッ
カ
の
観
を
呈
し
た
。

そ
し

て
大
雪
山

の
昆
虫
相
は
各
部
門

に
わ
た

っ

て
、
次
第

に
新
知
見
が
加
え
ら
れ

て
、
今

日
に
い
た

っ
た
。

こ
こ
に
大
雪

山
の
昆
虫

類
の
う

ち
、
比
較
的
研
究
が
す
す
ん
で
い
る

チ

ョ
ウ
類
、
大
ガ

類
、
甲
虫
類

に

つ
い
て
、
い
さ
さ

か
触
れ

て
み
る
こ
と
と
す
る
。

チ

ョ

ウ

類

大
雪
山
の
昆
虫
類

の
う
ち
、
最
も

よ
く
わ

か

っ
て
い
る

の
は
チ

ョ
ウ
類

で
あ
る
。
す
で
に
河
野
広
道
は

一
九

三

〇

年

に

「
大

雪

山

の
蝶

類
」

(
N
8

ξ

≡
。・
b。
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崔
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H
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と
題
し

て
、
四

七
種
を
挙
げ
、
そ

の
解
説
を

こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
し
か
し
な

ん
と
し
て
も
、
も

っ
と
も
興
味

を
引
く

の
は
高
山
帯

に
の
み
生
息

す
る
ウ

ス
バ
キ
チ

ョ
ウ
、

ア
サ

ヒ
ヒ

ョ

ウ

モ
ン
、
ダ
イ

セ
ツ
タ
カ
ネ
ヒ
カ
ゲ
、
ク

モ
マ
ベ

ニ
ヒ
カ
ゲ
、
カ
ラ

フ
ト

ル
リ
シ
ジ
ミ
、

カ
ラ
フ
ト
タ
カ
ネ
キ

マ
ダ

ラ

セ
セ
リ
の
六
種

の
高
山

チ

ョ

ウ
で
あ

る
。
な

か
で
も
最
初

に
挙
げ
た
三
種
は
大
雪
山
の
高
山
昆
虫
相
を

特
色
づ
け

る
珍

し
い
種
類
で
あ

る
。

ウ

ス
パ
キ
チ

ョ
ウ
は
東
北

ア
ジ
ヤ
の
平
地

(
ア
ム
ー
ル
、
ウ

ス
リ
ー
、
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北
満
州
)

北
朝
鮮
の
高
山

(
白
頭
山
)
、

北
米

の
ア
ラ

ス
カ
に
分
布
す
る

純
然
た
る
寒
冷
地

の
チ

ョ
ウ
で
あ

る
。
日
本
で
は
大
雪
山

の
高
山
帯

に
の

み
生
息

し
、
幼
虫
は

コ
マ
ク
サ
を
食
草
と
す

る
。

ア
サ

ヒ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
は
最
初
、
北
米

の
北
部
寒
冷
地

に
生
息
す

る

ヒ
ョ

ウ

モ
ン
チ

ョ
ウ

の

一
種
を
近
縁
と
す
る
大
雪
山
特
有

の
独
立
種

と
し
て
記

載

さ
れ
た
。
そ
の
後

の
研
究

の
結
果
、
現
在

で
は
北
欧
の

ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ

ヤ
半
島
、

シ
ベ
リ
ヤ
、
北
米

の
北
極
周
辺
の
寒
冷
地

に
住
む
純
然
た
る
周

極
種

で
あ
る

O
ご
砺鴇
§

Q
＼
、
馬
旨

の

一
亜
種
と
し
て
と
り
扱
わ
れ
て

い

る
。

こ
の
チ

ョ
ウ
が
極
地
周
辺
を
離
れ

て
大
雪
山
の
高
山
帯

に
独
り

ぽ
つ

ん
と
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
、
氷
河
時
代

の
落
し
子
の
感
が
深
く
、
生
物

地
理
学
上
注
目
す

べ
き

こ
と
で
あ
る
。
幼
虫

は
食
草

は
大
雪
山

で
は
キ
バ

ナ
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
と
さ
れ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
研
究
の
余
地
が
あ

る
よ
う

に

思

わ
れ

る
。

ダ

イ

セ
ツ
タ
カ
ネ

ヒ
カ
ゲ
は
大
雪
山
の
特
産
種
と
さ
れ
て
い
た
が
、
最

近

、
日
高
山
脈
の
幌
尻
岳

の
高
山
帯
か
ら
も
発
見
さ
れ
た
。
本
種

に
近
縁

の
種
類

は
北
極
周
辺
の
寒
冷
地
、
北
半
球
の
諸
高
山

に
見
ら
れ

る
。
幼
虫

は
大
雪
山

に
て
ダ
イ

セ
ツ
イ
ワ

ス
ゲ
、

ミ
ヤ

マ
ク

質
ス
ゲ
な
ど
の
高
山
性

の
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

の
植
物
を
食
草

と
し
て
い
る
。

な
お
、
ウ

ス
バ
キ
チ

ョ
ウ
と
同
属

(
、
ミ

§

吻鴇
§
)
の
ア
カ
ボ

シ
ウ

ス

パ
シ

ロ
チ

ョ
ウ

(
ト
ム
ラ
ウ

シ
岳
)
と
オ
オ
ア
カ
ボ

シ
ウ

ス
バ
シ

ロ
チ

ョ

ウ

(
十
勝
岳
)

の
二
種

の
高
山

チ

ョ
ウ
が
大
雪
山
系
か
ら
採
集
さ
れ
た
と

い
う
記
録
が
あ
る
。
し

か
し

い
ず

れ
も
唯

一
度
だ
け

の
記
録

に
止

っ
て
い

て
、
果

し
て
両
種
が
大
雪
山
系

に
定
着
し
て
い
る
も

の
か
、
そ

の
信
偽

の

ほ
ど
は
ま
だ
判
然
と
し
な

い
。

い
う
な
れ
ば

「
幻

の
チ

ョ
ウ
」
と

い
う

べ

く
、
今
後

の
調
査
研
究
を
待

つ
ほ
か
は
な
い
。

近
年
わ
が
国
の
チ

ョ
ウ
類
研
究

の
鉾
先

は
成
虫
ば
か
り
で
な
く
、
卵
、

幼
虫
、
さ
な
ぎ
の
よ
う
な
幼
生
時
代

の
形
態
や
生
活
史
、
食
草
な
ど

の
生

態

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
大
雪
山
の
高
山

チ

ョ
ウ

に
対
し
て
も

こ
の
方
面

の
研
究
が
行

わ
れ

て
、
か
な
り
の
成
果
を
収

め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
す

で
に
ウ

ス
バ
キ
チ

ョ
ウ
や
ダ

イ

セ
ツ
タ
カ
ネ

ヒ
カ
ゲ
な
ど
は
そ

の
幼
生
時

代
の
形
態
、
生
活
史
、
食
草
な
ど
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

た
だ

ア
サ

ヒ
ヒ

ョ
ウ

モ
ソ
や
ヵ
ラ

フ
ト
ル
リ

シ
ジ
ミ
は
、
ま
だ
研
究
の
余
地
を
残
し
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
は
不
便
な
山
小
屋
に
長
期
滞
在
し
て
、
高
山

の
い

ろ
い
ろ
な
悪
条
件

の
も
と
で
観
察
、
実
験
、
飼
育
な
ど
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
な

か
な
か
根
気
を
要
す
る
仕
事

で
あ
る
。

そ
の
成
果
に
は
チ

ョ

ウ
類

の
研
究

に
熱
心
な
昆
虫
同
好
家
に
負
う
と

こ
ろ
が

は
な
は
だ
多

い
。

大

ガ

類

大

ガ
類

は
チ

ョ
ウ
類
と
は
比
較

に
な
ら
ぬ
ほ
ど
種

類
が
多
く
、
大
雪
山

の
全
域

か
ら

か
な
り
多

く
の
種
類
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
研
究

に
よ

っ
て
さ
ら

に
種
類
が
増
す

こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
雪
山

の
大
ガ
類

の
う

ち
で
も

っ
と
も
興
味
あ
る
の
は
、
高
山
帯

に
の
み
生
息
す
る
真
正

の
高
山

性

の
種
類

で
あ
る
。
現
在

ま
で
の
研
究

に
よ

っ
て
ダ

イ

セ
ツ
ド
ク
ガ
、
ダ

イ

セ
ッ
タ
カ
ネ

エ
ダ

シ
ヤ
ク
、

コ
イ
ズ

ミ
ヤ
ガ
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
部

で
十
三
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
種
類
は
北
極
を
め
ぐ
る
寒
冷
地

に
生
息
す
る
、

い
わ
ゆ
る
周
極
種
と
同

一
か
、
あ

る
い
は
そ
の
亜
種

で
あ

る
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
大
雪
山
が

い
か
に
生
物
学

的

に
周
極
地
域
と
深
い
関
連

の
あ
る
か
を
如
実
に
示
し
、
大
雪
山

の
生
物

地
理
学
的
考
察
に
好
個

の
資
料
を
提
供

し
て
い
る
も

の
と
い
う

べ
き
で
あ

ろ
う
。
な
お
高
山
性

の
大

ガ
類
の
幼
生
、
食
草
、
生
活
史
な
ど
に
つ
い
て

の
研
究
は
、
ま
だ
今
後

の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
高

山
性

の
大
ガ
類

の
中

に
は
昼
間
に
活
動
す
る
種
類
が
あ
る
。
こ
の
習
性

の

研
究
も
興

味
あ
る
問
題

で
あ
る
。

甲

虫

類

大
雪
山
の
甲
虫
類

は
、

チ

ョ
ウ
類

や
大
ガ
類

と
と
も

に
比
較
的
よ
く
知

ら
れ
て

い
る
。

早
く

か
ら
各
科

の
甲
虫
が
記
録
さ
れ

て
い
て
、
す

で
に

一
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九
三
六
年

に
河
野
広
道
は

「
大
雪
山

の
甲
虫
類
」

(
し口
δ
ひQ
8
σq
惹
℃
三
8

H

心
)
鱒
朗
山

O
艀
噛
お
ω
O
)

と
題
し
て
総
合
目
録
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の

論
文
に
は

一
八
二
種

の
甲
虫
が
大
雪
山

よ
り
記
録
さ
れ
、
高
山
帯
に
は
ダ

イ

セ
ッ
オ
サ
、

キ
タ
ア
ラ

メ
ゴ
ミ
、

ア
ラ
ガ
ネ

コ
メ

ッ
キ
な
ど

の
高
山
性

甲
虫
が
生
息
す

る
こ
と
を
報

じ
て
い
る
。
そ

の
後
多
く

の
甲
虫
学
者

に
よ

っ
て
、
か
な
り

の
種
類
が
大
雪
山

の
甲
虫
相
に
加
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
こ

に
特
記
す
べ
き

は
、
近
年
に
い
た

っ
て
十
種

ほ
ど
の
真
正

の
高
山
性

ゴ

ミ

ム
シ
類
が
高
山
帯

に
生
息
す
る
事
実
が
明
ら
か
に
な

っ
た

こ
と

で
あ
る
。

そ

の
中
に
は
キ
タ

マ
ル
ク
ビ
ゴ

ミ
や

ヒ
メ
ミ
ヤ
マ
メ
ダ

カ
ゴ
ミ
の
よ
う

に

明
ら

か
に
周
極
種

と
認
む
べ
き
種
類
が
含
ま
れ

て
い
て
、

こ
こ
に
も
大
雪

山
と
周
極
地
域

と
の
密
接
な
関
係
を
う

か
が
う

こ
と
が
で
き

る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ま

で
述

べ
た
チ

ョ
ウ
類
、
大
ガ
類
、
甲
虫
類
以
外
の
昆

虫
類

に
つ
い
て
も

、
研
究
が
行

わ
れ

て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ

っ
て
、

こ
こ
で
は
割
愛
す

る
こ
と
に
す

る
。
実
際
、
大
雪
山

で
得
ら
れ
た
昆
虫
を

取
り
扱

っ
た
論
文

は
か
な
り
の
数

に
上

り
、
発
表
さ
れ
た
新
種
や
本
邦
未

記
録
種
は
少
な
く

な
く
、
昆
虫
学
界

に
貴
重
な
新
知
見
が
加
え
ら
れ
て

い

る
。
た
と
え
ば
直
翅
目

の
中

の
き

わ
め
て
原
始
的

な

コ
オ

戸
ギ

モ
ド
キ
科

の

一
新
種

(
エ
ゾ
ガ

ロ
ア
ム
シ
)
が
、
大
雪
山
旭
岳

の
中
腹

ユ
コ
マ
ン
ベ

ッ
温
泉
附

近
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
そ

の

一
例

と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

し
か
し
大
雪
山
の
昆
虫
相

は
、
わ
ず

か
に
そ

の

一
端

が
明
ら

か

に
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
く
て
、
研
究

は
こ
れ
か
ら
で
あ

る

と

い

う

感

が

深

い
。
じ

つ
に
大
雪
山
は
昆
虫
類

の
宝
庫

で
あ
り
、
そ
の
昆
虫
相

の
研
究
ば

か
り
で
な
く
、
高
山
性
昆
虫
類

の
生
態
学
的

研
究
、
生
物
地
理
学
的
考
察

に
も
絶
好

な
場
所

で
あ
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
研
究

は
今
後
あ

く
ま
で
促
進

し
て
、
大

い
な
る
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
を
期
待
し

て
や
ま
な

い
。
だ
が

こ
の
か
け
が
え
の
な

い
昆
虫
相
、
と
り
わ
け
高
山
昆
虫
相
を
そ

こ
な
わ
な
い
よ
う

に
研
究
を
す
す

め
る
の
が
、
研
究
者

の
義
務

で
あ
る
と

思
う
。
研
究

に
名
を
か
り
て
勝
手
な
行
動
を
と

っ
た
り
す

る
こ
と
は
十
分

に
慎
し
ま
ね
ば
な
ら

ぬ
し
、
ま
た
研
究
に
必
要

な
入
山
な
ど
の
諸
手
続
き

も
ゆ
る
が
せ

に
せ
ず

、
慎
重

な
態
度

で
研
究

に
従
事
す
べ
き

で
あ
る
。

稿

を
閉
じ
る
に
あ
た

っ
て
、
大
雪
山
の
高
山
昆
虫
の
保
護
対
策
に

つ
い

て

一
言
し
た

い
と
思
う
。
保
護
対
策
は
、
次

の
二
つ
に
大
別
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
そ

の

一
つ
は
、
高
山
帯

に
お
け
る
昆
虫
類
の
採
集
禁
止
や
乱
獲

防
止
で
あ

る
。
す
で
に
ウ

ス
バ
キ
チ

ョ
ウ
、

ア
サ
ヒ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
、
ダ

イ

セ
ツ
タ
カ
ネ

ヒ
カ
ゲ
、
カ
ラ

フ
ト
ル
リ

シ
ジ
ミ
の
四
種

の
高
山

チ

ョ
ウ
は

特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
、
採
集
禁
止
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
さ

ら
に
他
の
種
類
に
も
及
ぼ
し
、
強
化
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ま
た
昨
今
、
昆

虫
ブ
ー

ム
の
波

に
乗

っ
て
、
乱
獲
を

こ
と
と
し
て
、
自
己

の
蒐
集
欲
を
満

た
す
輩
が
横
行
し
て

い
る
の
で
、

こ
の
点

に
は
十
分
な
警

戒
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
他

の

一
つ
は
、
生
息
環
境
の
保

全
で
あ
る
。

い
く
ら
採
集
を
禁

止
し
、
乱
獲
を
防
止
し
て
も
、
生
息
環
境
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
昆

虫
類
の
生
存
す
る
可
能
性

は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
最
近
ま
す
ま
す
増

加
す

る
登
山
者

に
よ
る
環
境

の
破
壊

は
、
目
に
余

る
も

の
が
あ

る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
自
動
車
道
路
や
観
光
施
設

の
開
発
は
環
境
破
壊

に
拍
車
を
か
け
る

結
果
と
な

っ
て
い
る
。
生
息
環
境

の
保
全
対
策

は
、
目
下
最
大

の
急
務
で

あ

る
と
考
え
ら
れ

る
。

(
札
幌
静
修
短
期
大
学
)
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